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アステカの人身供犠に関する一試論

Un ensayo sobre el sacrificiohumano entre los mexicas

１．はじめに

　メソアメリカMesoamericaでは、古くか

ら人身供犠、平たく言えば人身御供の儀式が行

われてきた。すなわち、人回を生賛として神に

捧げてきたのである。殊にアステカ人

Aztecasが行った人身供犠については、同時

代のスペイン人の年代記作者が豊富な資料を残

しているので、広く知られている。メキシコの

歴史家エウラリア・グスマン　Eulalia

Guzmanのように、様々な理由を挙げて人身

供犠が行われたこと自体を否定しようとする研

究者も中にはいるｶ汗、フェルナンド・コルテ

スFemando Cortes（1485-1547尹2を始め

とするコンキスタドールconquistadorや、

征服戦争に従軍していたベルナール・ディア

ス・デル・カスティーリョBeΓnal Diaz de1

Castillo 0 492 ？ -158印白のような兵十、及

び彼らに伴って新大陸を訪れ、布教活動に従事

した宣教師達による報告に見られる人身供犠の

描写は極めて生々しく、その全てが単なる握遣

とは考えられない。スペイン人による征服活動

を徹底的に批判し、「インディオlndioの擁護

注I　Gonzalez Torrez （1985）pp.14-5.

注2　コルテス（1980）pp.205-6、pp.311-2、

　　　p.370、p.380、p.399、p.409.

注3　ディアス・デル・カスティーリョ（１９８６ａ）

　　　ｐ』３、ｐ．３５、ｐｐ．４９-５１、ｐ』０３、ｐ』３０、

　　　ｐ．１５３、ｐ．１６５、ｐ．１６７、ｐ．１７４、ｐｐ．１７６-８、

　　　ｐ．１９３、ｐ．２０５、ｐｐ．２３２-３、ｐ．２５２、ｐ．３０１、

　　　ｐｐ．３１１７-８、ｐｐ．３２８-３０、ｐ．３７１、ｐ．３７８、

　　　ｐｐ．３８０-３、ｐｐ．３８６-７、ｐ．４０２、ｐ．４１８；ディア

　　　ス・デル・カスティーリョ（１９８６ｂ）ｐ．４、

　　　ｐ．２６、ｐ』８６、ｐ．２２４、ｐ．２７５、ｐ．２７８、ｐ．３３４、

　　　ｐ．３４１、ｐ．３４５、ｐ､３５１、ｐ．３６２、ｐ．３６５、

　　　ｐ．３７９、ｐ．３８２、ｐ．３８５ ； ディアス・デル・カス

　　　ティーリョ（1987）p.23、p.7 11、p.85、

　　　p.103、p.I］1、p.201、pp.468-9｡
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者」と称えられたスペイン人穴教師バルトロメ

ー・デ・ラス・カサスFr.BaΓtolome de Las

Casas（1484-1566）でさえも、『インディ

アス文明誌JApologetica Historia Sumaria

の中で、人身供犠を「悠遠の昔、世界中のあら

ゆる民族、あるいは、その大半があまねく行っ

ていた」とし、具体的に古代のギリシア人・ロ

ーマ人・カルタゴ人・トラキア人・スキタイ

人・アルカディア人・ケルト人・ユダヤ人を例

として挙げたﾋで、新人陸においてもアステカ

人・チョルーラCholula人・トトナカ人

Totonacasなどが行っていた人身供犠の様子

について述べている44．これらの史料に加えて、

人身供犠が実際に行われていたことを示唆する

回禄及び彫像などの資料も数多い。これらのこ

とから、かつて彼らが人身供犠を行っていたこ

とは間違いないと思われる。

　本稿で筆者が問題にしたいのは、アステカ人

が何のためにあのような血生臭い人身供犠を行

ったのか、ということである。従来、創造神話

に由来する彼ら独自の匪界観の中に人身供犠を

位置づけ、必然性・必要性に基づいて長年に渡

汪4　ラス・カサスは、カトリックの宣教師でありなが

　　　ら人身供犠を極めて高く評価し、「最良にして一

　　　番尉重な、そして、高価にしてこよなく愛するも

　　　のを、この上なく細心の注意をはらい、熱心かつ

　　　懸命に、大変な苫労をして生け賛として神に捧げ

　　　る人々は明らかに、神に備わった卓越さ、高貴さ、

　　　威厳や価値について、また、被造物が神に負って

　　　いる僣りに間しても、はるかに優れた高貴にして

　　　高邁な考えと自然な判断と認識を抱いている」

　　　「神々に人間を犠牲に捧げた民族は（悪魔に煽さ

　　　れて偶像を崇拝したものとしてではあるが）神々

　　　の卓越さ、神聖さや価値について、この上ない高

　　　邁な考えを抱き、きわめて高貴にして高邁な判断

　　　を下したことになる」とまで述べて激賞している。

　　　ラス・カサス（1995）pp.215-65．
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って人身供犠が行われ続けた、と解釈されてき

た。しかしながら、アステカ人が行ったとされ

る人身供犠の儀式は、「生時に捧げた人間の教

と、そのやり方の恐ろしさの点では、彼らはピ

ルーPirよ5いや匪界のいかなる国々の人々を

も凌駕していた∩;と言っても過言ではなく、

その大規模さや組織性の点て他を圧しており、

単に宗教的必然性のみを理由にするだけでは到

底説明が困難である。そこで、アステカ人がな

ぜあのように組織的に、大規模に人身供犠を行

ったかについて、16匪紀スベインの年代記作

者が残した史料を用いながら、試論を述べてみ

たい。

２、人身供犠とは

　人身供犠というのは、端的に言えば、生きた

人間を儀礼を通じて殺し、その血や肉を神や超

自然的存在などに捧げる行為のことであり、南

北アメリカ大陸、アフリカ、オリエント、地中

海周辺、ケルト、インド、中国など、世界各地

で行われた。その目的として、波平は次の三点

を挙げている白。

　①神などの加護を得て、雨や庖穣など人間に

とって望ましい結果を得ようとする。

　②疫病の流行、天災などの災厄を神などの怒

りと考えて、それを宥め神を慰める。

　③食人儀礼と結び付いて、神に人間を捧げる

と同時に、その血や肉を神と共に食べることに

よって通常とは異なる力を得ようとする。

　強化儀礼に屈する①と、③は定期的で、状況

儀礼（危機儀礼）に当たる②は何らかの危機的

状況に陥った際に、必要に応じて行われたと考

えられている。

　たとえば、占代イスラエルでは、初めて生ま

れた子供を神に捧げた。エクアドルのいくつか

の民族は、スペイン人に征服された後も、毎年

収穫のために100人もの子供を神の生賛にし

注5　ペルーのことで、ここではタワンティンスーユ

　　　Tawantinsuyu、いわゆるインカlnca帝国のこ

　　　とを指している。

注6　モトリニーア（1979a）p.191.

注7　波平（1988）p.612．
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た。

又、東部インドのコンドKond系民族クッテ

ィア・コンドKuttia kond は、191日丿紀半ば以

降は水牛を棹げているが、かつては作物の豊穣

を折って地母神にメリアーmeriahと呼ばれ

る人身御供を供犠していた白。更に、ミンダナ

オやボルネオの先住民は、近年まで人身供犠を

行っていた。

　目本にも、各地に人身供犠の伝説がある。だ

が、［こ述した［仕界各地の例とは異なり、供犠の

対象は大蛇やヒヒなどの怪物であることが多

く、以後は英雄や高僧など特別な能力を持った

人間によって退治される白。中でも出雲のヤマ

タノオロチの伝説は、最も人目に壇災したもの

の一つであろう。又、全国各地に見られる「お

なり田」の地名は、昔田植えの際に「おなり」

と呼ばれる桜飯を運ぶ美しく装った女を犠牲に

する風習に発したというし､追腹祭の鬼の役が、

かつて旅人を抽えて犠牲にした風俗の名残だと

いう説もあるご）。城を築いたり橋をかけたり

した際に、「人柱」といって人間を生きたまま

埋めたという伝説も目本各地にあり、よく却ら

れている白1．ただ、これらの伝説の仁悪性に

関しては、疑わしいと考えられているのが一般

注8　小西（1987）p.224.

注9　棚瀬・大藤（1973）pp.486-91.

注10棚瀬・大藤（･1973）p.491.

注11人柱についての伝説は、占くは|「L」本書紀」の仁

　　　徳天皇紀にまで遡る。他に有名な例としては、幸

　　　若舞の本「築島」に見られる平清盛の時代の輸田

　　　泊建築に関わる経ケ島の人柱伝説、r神道集』巻

　　　第‾T引･九の「楠姫明神のこと」に記されている摂

　　　津の長柄椙の人柱伝説などが挙げられる。戸塚

　　　（）986）pp.739-40.大分県内においても、中

　　　津の沖代平野の鶴市、宇佐市四日市元重の小倉池

　　　の久良、国東町岩戸寺の山L］油と同町横手の平六

　　　池、同町富来城、大分の初瀬井路のハツ、同市府

　　　内城のミヤなどの人柱伝説が知られる。梅木秀徳

　　　（1974）pp.210-6.又、かつて日本で人柱など

　　　の生貴が行われたかについては、最近は余り研究

　　　の対象にはなっていないが、戦前は盛んに議･論さ

　　　れており、そのことは榛川（1998）に詳しい。

　　　但し、人柱自体は、アジア、ヨーロッパ、アフリ

　　　カや、オセアニアの一部でも見られる世界的習俗

　　　で、国家や都市を持つ伝統的な高文化社会に多く

　　　分布している。宇野（1987）p.629.
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で、今のところ目本で実際に人身供犠が行われ

たかどうかは定かではない。

３．メソアメリカの人身供犠

　メソアメリカにおける人身供犠の起源は、少

なくとも古典期には遡る。それよりも占い先古

典期のイサパlzapaの石碑に、球戯の後に敗

者の首を切ったらしい光景が刻まれていること

からも、人間を生哲にする儀式がかなり早くか

ら行われていたことが窺える。しかし、それが

広がりを見せ始めるのは古典期に入ってから

で､この頃には各地で人身供犠が行われていた。

たとえば、メキシコ湾岸のベラクルス

vemcruz文化のエル・タヒンEI Tajin では、

人身供犠が球戯や死と密接に結び付けられてい

た白2．球戯場に刻まれた浮き彫りには、死の

神が生哲の心臓の上にフリント製のナイフを振

り［lげている光景が描かれており、球戯での勝

者が球戯場の申で敗者を生侍にしたものと推測

できる。

　マヤMaya地域でも、数々の図像学的証拠

から見て、古典期に既に人身供犠が行われてい

た可能性は高いと思われる。たとえば、ピエド

ラス・ネグラスPiedras Negras の石碑11で

は、供犠に供された者の胸が切り開かれ、胸か

らはとばしる［飢が羽で表わされていが目3．又、

ここから出土した土器には、幼児が生侍に捧げ

られようとしている光景が描かれている。

　占典期マヤの人身供犠は、帽市田家の工が自

分の王としての正統性を神々に認めてもらうた

めに、慨争で捕えた捕虜を人身供犠に供し、

神々の好む食物である血を捧げたものと考えら

れている。それは同時に、家臣や民衆に自分の

力を顕示するパフォーマンスでもあったろうと

考えられる。従って、桂皮は身分が高ければ高

いほどよかった。他国の王であれば申し分なか

った。実際、他国の王を供犠に捧げた例もある。

７３７年、東南部を代表する都所国家コパン

copanの「18兎」工は、キリグアQuirigua

の「カワックCauacの空」王に捕えられ、生

注１２

注目

コウ（1975）pp』40-3．

Schele（1984）pp.8-9.

一

哲に捧げられている。

　いずれにせよ、占典明の人身供犠の性格は個

人的であり、アステカ人が行ったように犬々的

なものではなかった。しかも、占^典明マヤ社会

に人身供犠が広く行われていたことを示す証拠

は、現在のところ見つかっていない白4。

　人身供犠が日常化・一般化したのは、後古典

期に入ってからである。この時代に潜かれたい

わゆる　rマドリッド文書J　Codice Tro-

Cortesianoには、胸が切り聞かれた人間の図

が見られるし、後占‘啓開的明を代表する都市国

家チチェン・イツァChichen ltza から出土し

た円盤にも、明らかに心臓を摘出している人身

供犠の場面が描かれている。この他にも、この

遺跡にはチャクモールChacmoolを始め、人

身供犠を示唆するものが多々見られる。又、フ

ランシスコFrancisco会の司教ディエゴ・

デ・ランダFΓ.Diego de Landa（1524？-

1579）は、『ユカタン事物記JRelacion de

las cosas de Yucatan の中で、1 5 1 1年にユ

カタン半島に漂着したスペイン人のうち、4人

がマヤのあるグループに捕まって生賛にされた

ことや、その後のマヤ人との戦いの中で、何人

もの捕虜になったスペイン人が生賛に捧げられ

たことを記している白白又、チチェン・イツ

ァのセノーテcenoteでは、神々への供犠とし

て生きたままの人間を７低の時に投ずる習慣を

持っていたとも記している白ｽラングは人身

供犠の目的についても討及レ次のように述べ

ている白7。

　　　　「こうした祭儀は彼らの神々を慰め、か

　　　つ喜ばせるためのものだったから、神々

　　　の怒りさえなければ、祭儀をこれ以上血

　　　なまぐさいものにするようなことはなか

　　　った。彼らが、神々が怒っていると考え

　　　たのは、飢餓や疫病や、争い事や、凶作

　　　などの不幸に見舞われた時で、こうした

　　　ことが起これば、彼らは悪魔の心を和ら

　　　げることに努め､動物を生荷に捧げたり、

汪1

註１

注１

汪１
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Souslelle（1984）p.2.

ランダロ982）p.248、p.250.

ランダ（1982）p.294、p.445.

ランダ（1982）p.448-9.



　　　自らの血を流したり、徹夜や断食をする

　　　だけに土まらず、自然の慈悲心や理性の

　　　法則をすべて忘れ、邪悪な神官すなわち

　　　チランchilamたちが必要とのべたり、

　　　泣長たちがその気になった時にはいつで

　　　も、また何度でも、まるで鳥を生賃にす

　　　るような気軽さで、人間を生費に供し

　　　た｡」

このランクの記述からも、後古典則のマヤ人が

行っていた人身供犠は状況儀礼（危機儀礼）的

な性格を持つものであり、恒常的なものでもな

ければ、大規模なものでもなかったことがわか

る。

４．アステカの人身供犠

　以卜見てきたように、古くからメソアメリカ

の各地で人身供犠は行われていたが、それが国

家的行事として、大規模に、組織的に行われた

のは、アステカにおいてだけであった。このこ

とは、様々な年代記作者速が伝えている。中で

も特に詳しいのは、イエズスJesus会士ホ

セ・デ・アコスタJose de Acosta（1540-

1600）の『新大陸自然文化史JHistoria

natural y moral de las lndias に見られる記

述であろう。そこで、アステカ人がどのように

して人身供犠を行っていたかを、アコスタの記

述を引用して紹介したい白8．

　　　　「しやれこうべの柵の内部に、生賛にな

　　　る者たちを集め、その柵の根本で儀式を

　　　行い、まわりを大勢の監視者で取囲みな

　　　がら、それらの者たちを櫛の下で数珠つ

　　　なぎにする。それが終わると、縁に飾り

　　　のいっぱいついた短い白衣をつけた神官

　　　が現れ、神殿の高いところから、偶像を

　　　かかえて降りてくる。その偶像は、小豆

　　　と玉蜀黍を蜂蜜でこねて作り、縁の玉の

　　　眼を入れ、玉荷車の粒で歯がつけられて

　　　いる。そして神官は神殿の階段を、あら

　　　ん限りの速度で降りてきて、内庭のまん

　　　なかにある、ひじょうに高い礼拝台の［こ

　　　に置かれた大きな石の上に昇る。この石

注１８　アコスタ（1966）ppj92-6
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はクアウシカリ　CuauhxicaHi　と呼ば

れ、鷲の石の意味であった。

　さて、神官は、礼拝台の前の階段を昇

り、降りるときは、反対側にある階段を

使ったが、始終偶像をしっかりと抱いて

いた。彼は、生侍に捧げられる予定の者

が集まった場所に昇り、端から瑞まで、

｢これがあなたの神だ｣、と言いながら、

ひとりひとりに偶像を見せて歩く。それ

が終わると、反対側の階段を降り、死す

べき運命にある者たちは、列を作って、

生賛にされることになっている場所に行

く。そこには、すでに彼らを生賛に捧げ

るための祭司が準備をして待ちかまえて

いる。

　人身御供のふつうのやり方は、生賛の

胸を切開き、まだ半分生きている心臓を

つかみ出すのであった。死体は、神殿の

階段からころがし落したので、階段は血

を浴びた。　もう少し詳しく説明すると、

要点は、供犠場にこの要職のために選ば

れた六人の執行人が現れ、そのうち四人

が生時になる者の不足を、ひとりが類を

おさえ、もうひとりが胸を切開いて、犠

牲者の心臓を取出すのである。これらの

者はチャチャルムーアと呼ばれ、われわ

れの言葉でいうと､神聖な仕事を司る者、

の意味である。この者は最高の高僧で、

彼らの問にあっては大いに尊敬され、そ

の地位は、長子相続による世襲制であっ

た。そのうちで六番目の、殺しの役を引

受ける祭司は、最上級の神官または大祭

司とみなされて尊敬を受けていたが、犠

牲奉納の行なわれる時期と儀典の種類に

よって、その名称も異なっていた。また、

その職務を執行するために姿を現すと

き、時節を異にするにしたがって、衣服

も変える。　この高僧は、パパpapa、

およびトピルシンtopilzinと呼ばれ、

そのまとう衣服は、助祭服のようなエ合

に、赤い布地で作られ、縁に房飾りの縁

とりがしてあった。頭には、縁と黄の色

彩豊かな羽毛冠をかぶっていた。耳には



ｙ

ｊ

♂
－
ｊ

』

－
ｉ
－
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ

別府大学アジア歴史文化研究所報　弟16腿（1998）

黄金の耳飾りのようなものをつけていた

が、それには緑色の石がいくつもちりば

められていた。また、何のﾄﾞの、ひげの

まんなかへんには、青い宝石の管のよう

なものが、一片ぶら'ﾄﾞがっていた。

　これら六大の執行人が出てくるときに

は、顔と手を、黒光りする色に塗りたく

っている。五人は、縮れ、もつれた毀を

し、頭のまんなかには皮の帯を結んでい

る。額には丸い小さな、多くの色で塗ら

れた髪をつけ、黒糸で刺繍した白い祭服

を着ていたが、このような衣裳で悪魔と

同じ格好をしていたのである。このよう

な連中が、恐ろしい顔をして姿を現わす

のを見ると、民衆はひじょうな畏れを感

じたのである。最高の神官は、堅い石で

作った、ひじょうに幅広く、先の尖った

大きな短刀を手にしていた。もうひとり

の神官は、蛇の形が刻まれた本の首飾り

をしていた。

　これら六大の者は、偶像の前にならぶ

と、身を低くして拝み、偶像の部屋の人

目の前にある、と前に述べたピラミッド

形の石の前に整列する。その石の頭は極

めて尖っているので、生侍に捧げられる

者の背中をそこに仰向けにつけると、か

らだがふたつに折れ、その結果、短刀を

上からぽんと突き刺せば、いとも簡単に

生費のからだが、まんなかで裂けるのだ

った。

　これらの執行大たちがぜんぶ勢揃いす

ると、祭りで生賛に捧げられる予定の戦

争の抽虜がぜんぶ引出され、厳重な見張

りのもとに、禅になって整然と列をつく

り、あの大きな階段を昇らされ、祭司た

ちの待つ場所に連れて行かれる｡そして、

そこに到着すると、そのひとりひとりが

順番に六大の執行者によってつかまえら

れて、片足、片手を一本ずつ取押さえら

れ、尖った石の上に仰向けに寝かされた

上、第五の執行者の手で凸^あてを押しつ

けられる。そして最高の神官が、例の短

刀により、驚くべき速さで胸を切開き。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　心臓を手づかみで取出して、湯気の立つ

　　　まま太陽に向けてかざす。心臓の熱と蒸

　　　気は太陽に捧げられるものなのだ。そし

　　　てまた偶像のところに向きなおって、そ

　　　の顔に心臓を投げつける｡生賛の死体は、

　　　神殿の階段に投げ落されるとそのまま白

　　　然にころがり落ちてゆく。というのは、

　　　石が階段のすぐ近くに据えられていて、

　　　最初の一段との間の距離がニピエpie

　　　しかなかったから、死体をひと蹴りすれ

　　　ば、階段をドに落ちていったのである。

　　　　このようにして、ひとりひとり生特に

　　　捧げ終わり､死体が下に投げ落されると、

　　　それらを仙南にした持士たちがそれをお

　　　こし、運ばせて分配する。そして、厳粛

　　　な祝いを行って、その肉を食べる。彼ら

　　　は、捕虜を仙える術にたけていたので、

　　　その数はどんなに少なくとも､いつも四、

　　　五十人を越えていた。〔メヒコMexico

　　　人の〕近隣の人々も、その神々への勤め

　　　において、メヒコ人の儀式、儀礼を真似

　　　していた｡」

　心臓の摘出時とその後の場面の描写とについ

ては、征服後に最初にメキシコにやって来たフ

ランシスコ会士の一人トリビオ・デ・モトリニ

ーアToΓibio de Motolinia （1489？-1569）

の『ヌエバ・エス八二ャのインディオの歴史、

Historia de los indios de Nueva EspaRa

に、後で述べるパンケツァリストリの祭を例に

取った更に詳しい記述が見られるので、次にそ

れを引川して紹介したい白9．

　　　　「ところでかくも恐ろしい行為をやって

　　　のける例の儀式の執行者は、取り出した

　　　心臓を神殿の人目のマグサ有の外側に向

　　　けて投げつけ、そこに血の跡を付ける。

　　　落ちてくる心臓は地Ｌでまだ少しピクピ

　　　クしているが、その後すぐに祭壇の前に

　　　置かれた碗形の容器に入れられる。また

　　　あるいは心臓を取り出すとこれを太陽に

　　　向けて高く差し七げることもあれば、時

　　　には心臓を老神官たちが食べてしまう湯

汗19　モトリニーア0979a）pp.99」00.
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　　　合もあるし、あるいは地中に埋めること

　　　もある。

　　　　心臓が抜き取られた後の犠牲者の身体

　　　は、ただちに人の手によって石段の上か

　　　ら投げ出され、ゴロゴロと落ちていく。

　　　下に落ちた死体は、もしそれが戦争捕虜

　　　のものであれば、彼を捕えた者が自分の

　　　友人や親戚の者たちと協力して運び去っ

　　　てしまう。そしてほかの食物と一緒にそ

　　　の肉を料理して、翌日宴会を開きそこで

　　　食べてしまう。そしてこの際に、捕虜を

　　　捕えた本人にもしそうするだけの財力が

　　　ある場合には、彼は招待客たちに織物を

　　　贈る。犠牲者が奴隷であれば、その死体

　　　は投げ出されず、人々の腕に抱えられて

　　　下に降ろされる。そして捕虜の場合ほど

　　　盛大ではないが、［司じように人を招いて

　　　宴席が設けられる。のちほど述べるよう

　　　に、ほかの祭りの場合にはもっと別の儀

　　　式も行なわれ、それによって祭りの口数

　　　も多くなるのだが、この祭りの時は以上

　　　述べただけである。

　　　　犠牲者から取り出した心臓についてい

　　　うと、あの悪魔に什える神官は犠牲者の

　　　心臓を取り出すやこれを手に乗せ、あた

　　　かも太陽に見せるかのように高々と挙

　　　げ、次いで神像に対しても同じことを繰

　　　り返す。こうしてから神官は、色を塗っ

　　　た本製の容器の中に心臓を納める。この

　　　容器は碗よりは大きかった。そしてもう

　　　ひとつの容器には血を溜めて、溜まった

　　　血をまず生神の像の唇に塗りつけ、それ

　　　から悪魔を形どったはかの神像にも同じ

　　　ことを繰り返す。これはあたかも神像に

　　　食物でも与えているかのように見えた｡」

　以ﾋ、アステカにおいて人身供犠がどのよう

にして行われたかを述べた。では、このような

人身供犠はどのような場合に行われたのであろ

うか｡それには非常時に行われたものもあれば、

定期的に行われたものもある。そこで次に、暦

に基づいて毎月行われていたという人身供犠に

ついて、フランシスコ会の宣教師であったベル

ナルディーノ・デ・サアグンBeΓnaΓdino de

　　　　佐藤　孝裕：ァステカの人身供犠に関する一試論

Sahagun（1499？-1590）が『ヌエバ・エ

スパーニャ総覧J Historia general de las

cosasdeNuevaEsp�iaご）で述べている記録

に基づいて紹介したい白1．なお、ここで用い

られている暦はシウイトルxiuitlと呼ばれる

太陽暦で、１ヵ月を20目とし、その18ヵ月を

もって１年としたものである。残った５口はネ

モンテミNemontemiと呼ばれ、不吉な目と

考えられた。

①アトルカワロAtlcaualo（水が止まる）、あ

るいはクワウイトルエワＱ皿huitlehua（本々

が立ち上がる）

　２月１目～２月21目J22

　初口に雨の神トラロックTlalocに仕える

神々、あるいは彼らの姉で水の女神チャルチ

ウトリクエChalchiuhtlicue、あるいは風の

神ケツァルコアトルQuetzalcoat1、あるいは

これら全ての節々のための祭が行われた。雨

乞いのために、多くの子供が各地の山頂で生

賛にされ、摘出された心臓が水の節々に捧げ

られた。特に頭につむじが２つある乳幼児が

選ばれて、両親から買い取られた。つむじが

渦など本に関連するものを暗示しており、そ

れが二つあれば雨乞いの効果が倍増すると考

えたからであろう･几立派な衣装を着せられ

た生賛の子供達は、羽根や花で飾られた輿に

乗せられ、人々はその前を楽器を鴫らし、歌

い、踊りながら連んだ。子供達を連れて行く

際、子供が泣いて大きな涙をこぼすと、雨が

多い年になる前兆だとして、人々は喜んだ。

注20　サアグンが長年にわたって先住民の情報提供者を

　　　　利用して収集したアステカ文明全般についての詳

　　　　細な記録の集大成で、１５６９年頃ナワトル

　　　　Nahuatl語で完成した。染田（1995）pp.152-84.

注21　サアグン（1992）pp.90-113.

注22　アステカの贋の元旦は、年代記作者によって異

　　　　なる。たとえば、アコスタは2月26日と記して

　　　　いるし、ディエゴ・ドゥランDjego Duran 、

　　　　モトリニーアやバラデスBaradezは3月１日、

　　　　ガマGam8とフンボルトHumboldtは３月９

　　　　［］と記している。アコスタ（1966）p.259　；

　　　　モトリニーア（1979a）p.89 ；高山（1966）

　　　　pp.535-6.

注23　1高山（1979）p.107.
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山や湖で生費にされた子供達の死体は、煮て食

べられた。

　この月には、子供達の他に、多くの捕虜が木

の神々への生費にされた。彼らは臼のような石

に紐で結ばれ、刃のついていない木製の剣と盾

を持だされ、彼らの所有者である完全武装した

戦士と戦わされた。切り倒された捕虜は、ヨピ

コYopicoという神殿に連れて行かれ、心臓

を取り出された。こうして捕虜を殺す際に、捕

虜を倒した所有者は、羽根飾りを身につけ、踊

って勇ましさを誇示した。

②トラカシペワリストリTlacaxipehualiztli

（人の皮剥ぎ）

　２月22口～３月13目

　初口に、トテックTotec（我らが主）、別名

シペxipe（皮）のための祭かおり、多くの奴

隷や捕虜i124が生賛にされ、皮を剥がれた。皮

を剥ぐのは、植物の再生を司る神シペ・トテッ

クのためと考えられる白5．

　捕虜は､所有者によって髪の毛を引っ張って、

神殿に連れて行かれた。神殿の階段を豊らされ

た後、石の台の上に仰向けに寝かされ、手足と

頭を５人にそれぞれ押さえられた。それから神

官が燧石でできたナイフで胸を切り開き、心臓

を取り出した。神官はその心臓を太陽の方に差

しＬげた後、椀のような容器に投げ入れた。残

注24　７ステカ世界における奴隷は、旧匪界の奴隷と

　　　　は極めて異なる。人身供犠との関連のみに関し

　　　　て言えば、戦争で捕らえられた捕虜は生首に捧

　　　　げるためのものであり、奴隷にはならなかった。

　　　　又逆に、奴隷が生首に捧げられることは滅多に

　　　　なかった。モトリニーア（1979a）p.52 ；モ

　　　　トリニーア（1979b）p.540、p.558．

注25　高山（1979）p.11に

注26　若者遠の父親役をする神殿の祭司。サアグン

　　　　（1992）p.92

注27　各地区にあった宮殿のような大きな建物で、地

　　　　区を治める者遠が協議のために果まった。サア

　　　　グン（1992）p.92．

注28　モトリニーアによると、各都市の要人、テノチ

　　　　ティトランTenochtitlanの場合は王が、剥が

　　　　された皮を着て踊り、大勢の人々がそれを見に

　　　　来たという。又、こうして皮を剥がされた犠牲

　　　　者の数は､２人から10人と場所によって異なり、

　　　　テノチティトランでは12人から15人にも上っ

　　　　たという。モトリニーア（1979a）pp.100-1.

った死体は、階段の上から転げ落とされ、下の

広場で待ち構えるクワクワクイルティン

guauguacuiltinl26によって自分のカルプリ

calpu11円7に持ち帰られた。そこで皮を剥がれ、

肉は切り刻まれて皆で食べられた白8．

　又、アトルカワロに買い取られた子供達のう

ち散人が、雨乞いのために殺された。

(3)トソストントリTozoztontli(小徹夜)

　３月14日～４月２日

　初日に、雨の神トラロックのための祭が行わ

れ、多くの子供が雨乞いのために山頂で生賛に

された。

①ウェイ・トソストリ　Huey tozoztli (大徹

夜)

　４月３口～４月22口

　初口に、トウモロコシの穂の神シンテウトル

CinteoUのための祭かおり、ここでもアトル

カワロに集められた子供が、雨がたっぷり降り

始めるまで生賛に捧げられた。

(5)トシュカトルToxcaU(乾燥したもの)

　４月23□～5月12□

　初口に、神の中の神テスカトリポカTezca佃po(n

のための祭が行われ、祭の１年前に選ばれた１人の

若者が生賛に捧げられた。この若者は、体格が優

れていて、体に全く欠点がない者でなくてはな

らず、選ばれてから祭の口までの１年間あらゆ

る快楽が与えられ、笛の吹き方、歌い方、話し

方を教えられた白9．この祭は、全ての祭の中

心となるものであった。祭の２０日菌、若者に

はこの祭のために育てられた４人の美しい娘が

与えられ、彼は２０目問これらの女性と肉体関

係を待った。ちなみに、この４人の娘には、再

生する植物の女神ショチケツァルxochiquetza1

、若いトウモロコシの女神シローネンxilonen、

大地母神アトラトナンAtlatnan、塩の女神ウィ

シュトシワトルHuixtocihuatlという名がつけ

注29　７コスタによると、逃亡を防ぐため、常に12人

　　　　の戦士が監視のために同伴していた。又、同様

　　　　の理由で、夜は水製の檻の中に入れられていた。

　　　　アコスタ（1966）p.旧8．

注30　高山（1979）p.120．

注31　「矢の家」という意味で、ウィツィロポチトリ

　　　　　神殿の苦行の場所。サアグン（1992）p.96.
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られた。この神々の性的関係から、テスカトリ

ポカの力で大地が初めて恵みを受けることがで

きるのだということが、象徴的に表わされてい

るように思われるJo。生費の儀式が行われる

当日に、若者はトラコチカルコTlacochcalco
注31

という神殿に連れて行かれた。娘達と離れ

て一人になった彼は、自ら階段を上り、１段ご

とに１年間吹き続けた笛を砕いていった。最上

段に辿り着くと、石の台に寝かされ、心臓を摘

出された。死体は丁重に下に降ろされ、そこで

首が切られ、ツォンパントリTzompantl円2に

刺された。こうして生詩に供された若者は、戦

士の守護神であり永遠に歳とらぬ若者であるテ

スカトリポカの化身と考えられた･几この他

に、アステカの部族神であり最高神でもあるウ

ィツィロポチトリHuitzilopochtliの化身と考

えられていた昔者も、一一緒にこの祭のために教

育され、祭の最後に生賛にされた。

㈲エツァルクワリストリEtzalcualiztli（トウ

モロコシの粥を食べる）

　５月13目～６月１目

　この月には、雨の神トラロックに仕える神々

注32　生侍の頭蓋骨を刺して陳列する棒杭があった基

　　　壇。モトリニーアに次のような記述かおる。

　　　「悪魔の神殿の脇には棒が立てられていて、そ

　　　こには頭蓋骨が掛けられていた。こうした棒が

　　　かれこれ15本から20本ほど立っていた。棒の

　　　長さは地上部分が４ないし５ブラサーダ

　　　brazada､地ﾄﾞ部分が１ブラサーダ以上あった。

　　　棒は丸太の柱で、一列に並んで立てられた柱と

　　　柱との間隔は約６フィート空いていた。柱には

　　　全部穴がたくさんあけられていた。頭蓋骨のこ

　　　めかみの部分に穴があけられ、そこに別の細い

　　　棒を通して数珠繋ぎにし、これを先の丸太棹の

　　　穴に差し込んで掛けるのである。こうして頭蓋

　　　骨が500から600ずつ掛けられ、場所によって

　　　は1000個ずつ掛けられていることもあった｡」

　　　モトリニーア（1979a）pp.124眉。

注33　高山（1979）pp.120一仁

注34　モトリニーアには別の記述がある。それによる

　　　と、この祭の20～30目前に男女一人ずつの奴

　　　隷を買って夫婦のように一緒に住まわせ、祭の

　　　際にそれぞれ水神トラロックとその妻である水

　　　の女神チャルチウトリクエの扮装をさせよ一日

　　　中踊らせた後真夜中に生殺に捧げ、特別に作っ

　　　た深い井戸のような穴に投げ込んだ。モトリニ

　　　ーア吋979a）p.102

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 55
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の持ち物を身につけた多数の捕虜や奴隷が、ト

ラロックの神殿で生賛にされ、心臓は湖の渦巻

きに投じられた白≒

（7）テクイルウィトントリTecuilhuitontli（君

主達の小さな祭）

　6月２日～6月21目

　初口に、トラロックに仕える神々の姉と言わ

れた塩の女神ウィシュトシワトルのための祭が

行われ、ウィシュトシワトルに扮した女性が殺

された。この祭の前夜、この女性は、老若を問

わず多くの女性達と一緒に、一晩中歌ったり踊

ったりした。夜が明けると、皆で踊りながら、

ウィシュトシワトルの衣装をまとった女性と共

に、たくさんの捕虜をトラロックの神殿に連れ

て行き、先ず捕虜達を、そして次にウィシュト

シワトルに扮した女性を生賛に捧げた。

㈲ウェイ・テクイウィトルHuey tecuihuitl

（社主達の大祭）

　６月22目～７月１１口

　初口に、実がなる前のトウモロコシであるシ

ロテxiloteの女神シロネンのための祭があり、

10目目にシロネンに扮した1人の女性がシンテ

ウトルの神殿で生賛に捧げられた。その前夜、

神殿に仕える女性達シワトラマカスケ

Cihua↑lamacazquiがシロネンの衣装をまとっ

た女性を取り囲み、皆で一晩中踊り、歌った。

夜が明けると、貴族と戦士が踊りながら神殿に

向かって進み、女性達もその後を進んだ。神殿

まで米ると、シロネン役の女性は階段を連れて

上がらされた。上に着くと、神官の1人が彼女

を背中を合わせて背負い、頭を切断し、それか

ら心臓を取り出した。摘出された心臓は、太陽

に向かって差し上げられた。

㈲トラショチマコTlaxochimaco（花の分配）

　７月12日～７月31日

　初日に戦いの神ウィツィロポチトリのための

祭が催された。　トラショチマコはミクカイルウ

イトントリMiccailhuitontli（死者の小さな

祭）とも呼ばれ、死者に供物が奉げられた力丿湊

人身供犠が行われたという報告はない。

㈲ショコトル・ウェツィxocotl uetzi （果実

注35　高山い979）p.132.
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が落ちる）

　８月１目～８月20目

　初口に、火の神シウテクトリxiutecuhtliの

ための祭が行われ、多数の奴隷や捕虜の手足を

縛って生きたまま火の中に投げ込み、死ぬ寸前

に火中から引きずり出しこの神の像の前で心

臓を取り出した。

　祭の前夜、捕虜の所有者連は、体を火の神の

服の色である黄色に塗り、羽根飾りや衣装をま

とって、夜まで捕虜を伴って歌い、踊った。一

晩中神殿で寝ずに過ごした捕虜達は、数々の儀

式の後、死の恐怖を感じないように顔にヤウト

リyautliという香草の粉を塗られ、気を失わ

された。持ち主達は捕虜の四肢を縛ると、肩に

担いで火の回りを踊るようにして回った。そし

て間を置きながら、一人ずつ火中に捕虜を投げ

入れた。火に焼かれながらも、まだ息かおり、

もがいている捕虜を鈎のついた捧で引きずり出

し、台の上に乗せ、胸を切り開いて心臓を取り

出した。

㈲オチ八二ストリOchpaniztli（掻き清め）

　８月21口～９月９口

　初日に、神々の母である大地母神テテウィン

ナンTeteoinnan、あるいは「我らの祖母」

トシTociのための祭が催された。

　この月が始まって８口経つと、テテウィンナ

ンに扮した女性が現れ､様々な儀式が行われた。

その後、彼女が死ぬ当日の夜になると、生賛に

捧げられることを悟られないように努め、着飾

らせ、神殿に連れて行った。階段を上に上ると、

１人の男に背中合わせに背負われ、すぐに頭を

切断され、皮を剥ぎとられた。その後、剥いだ

皮を身につけた屈強な神官は、ウィツィロポチ

トリ神殿まで行き、ウィツィロポチトリ像の薗

で４人の捕虜の心臓を挟り出し、他の神官が他

の大勢の捕虜の心臓を収り出

した。

聯テウトレコTeotleco（神々の到来）

　９月１０□～９月29口

　よそに出かけていた全ての神々の帰還を祝

い、この月の最後の目に大祭を催し、大勢の捕

虜を生きたまま火災りにした。

証テペイルウィトルTepeilhuit1（山の祭）

　９月30目～10月19□

　雲が湧く高い山々を称えて祭を行い、テポシ

ョチTepexoch（山の花？）、マトラルクエイ

エMatlalcueye（青緑のスカートの女）、ショ

チテカトルxochitecat1（ショチトラン

xochitlanの女）、マヤウエルMayahue1（プ

ルケ酒pulgueの女）と呼ばれる4人の女と、ミ

ルナワトルMilnahuatl（畑の近くにいる者）

と呼ばれる１人の男を生賛に捧げた。彼らは、

ゴム液が染み込んだ紙をたくさん体に張り付け

られ、着飾った女性が担いだ輿に乗せられて運

ばれた。そして、殺されて心臓を取り出された

後、亡骸は静かに階段から転がされた。下で切

断された頭は捧に突き刺され、体はカルプリに

持ち帰られ、皆で食べられるよう分けられた。

この月はほとんど雨が降らない月なので、取り

出された５人の生賛の心臓は雨の神トラロック

に捧げられた白6．

㈲ケチョリQuecholli（へら鷺）

　10月20口～１１月８目

　狩猟の神ミシュコアトルMixcoat1（雲の蛇）

の祭が行われた。 11目目にテノチティトランと

トラテロルコTlatelolcoの人々は挙って狩りを

行い、その後トラマツィンコTlamatzincoとい

う名の神殿で多数の捕虜や奴隷を生賛に捧げた。

その際、あたかも鹿を殺すのと同じように、両

手と両足を縛って神殿の階段を運び上げ、荘厳

な儀式のうちに殺した。又、ミシュコアトルと

その妻に扮した男女が、ミシュコアテウパン

Mixcoatepanという別の神殿で生賛に捧げら

れた。

㈱
づ

ペンケツァリストリPanquetzaliztli（幟立

　11月９目～11月28目

　戦争の神ウィツィロポチトリの祭が催され

た。

　この月の９目口、生賛になる者の身繕いが厳

かに行われ、彼らの体は様々な色に塗られ、た

くさんの紙で飾られた。

汪36高山（1979）p.142．
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　19目に数々の儀式が行われた後、生詩にな

る者達がウィツィロポチトリの神殿から下りて

来た。その中で、パイナルPayna1神に扮し

た者が中庭のテウトラチトリという球戯場で４

人の奴隷を殺した。その後町を１回りし、その

問一定の場所で、１箇所につき１人の奴隷を殺

した。

　多くの儀式が終わった後、最後にウィツィロ

ポチトリ神殿で、大勢の捕虜と奴隷が一人ずつ

楽器が打ち鳴らされる中で殺された白7．

（頂アテムストリAtemoztli（水が落ちる）

　11月29日～12月18□

　この月の末日に雨の神々の祭が行われた。そ

の際、山の神像テピクトリの胸を切り開いて心

臓を取り出し、頭を切断し、体を分け合って食

べたが、大身供犠についての言及はない白白

㈲ティティトルTitit1（しわ、縮み）

　12月１９□～１月７目

　イラマテクトリ11amatecuhtli（老女達の

長）、別名トナTona（我らが母）、又はコス

カミアウCozcamiauh（他の酉輪）という女

神の祭が行われ、イラマテクトリに扮した女性

を1人生賛に捧げた白9．彼女は数名の老人が伴

奏する中、一人で踊りながら、自分をやがて待

ち受けている運命を思って泣いた。午後になる

と、全ての神々の装飾品を身につけた神官途の

後について神殿まで進み、そこで石の台の上に

横たえられ､心臓を摘出され､頭を切断された。

神官の１人が頭の髪の毛をつかんで、歌い踊っ

た。

㈲イスカリlzcalli（生まれ変わり）

　１月８目～１月２７目

注37　この祭で人身供犠に捧げられる捕虜や奴隷の数

　　　　は、20名から60名くらいと場所によって異な

　　　　り、テノチティトランでは100名以上にも上っ

　　　　たとされる。モトリニーア（1979a）p.100．

注38　モトリニーアは、メキシコ巾では、この月に幼

　　　　い男女一人ずつを小舟に乗せて湖に漕ぎ出さ

　　　　せ、湖の真ん中で生替に捧げ、船もろとも沈め

　　　　る習慣があったと記している。モトリニーア

　　　　（1979a）p.108.

注39　モトリニーアは、遠い地方の部族との戦いで捕

　　　　らえた捕虜が生賛に捧げられた、と記している。

　　　　モトリニーア（1979a）p.110．

佐藤　孝裕：アステカの人身供犠に関する一試論

　火の神シウテクトリあるいはイシュコサウキ

lxcozauhquiの祭が行われた。４年毎の閏年

に多数の捕虜や奴隷を生賛に捧げたが、それ以

外の３年の問にはこの月には誰も殺さなかっ

た。

㈲ネモンテミ（無駄な目々）

　１月28目～２月１日

　不吉で不運だと考えられた５日間で、神々へ

の祭も行われなかった。

　以上がシウイトルに則って毎月のように行わ

れた人身供犠だが、この他にも、もっと長い周

期で定期的に行われた人身供犠がある｡それは、

「新しい火の儀式」と呼ばれたもので、52年毎

の周期の終わりに、メキシコ巾近郊のウィシャ

チテカトルHuixachtecat1山の頂上に、新た

な火が点された。マヤも同様だが、アステカで

も、トナルポワリ　TonalpohuaHという260

目を周期とする暦と、シウイトルという360目

を周期とする太陽暦が用いられていて、この二

つを合わせた循環暦の周期が52年たった。そ

して、この52年の周期毎に人類に新しい転機

が訪れると考えられ、重要な意味が持たせられ

ていた。言い換えれば、世界の終わりと重なり

あう可能性のある時として重要視されたのであ

る。この52年の期間の最後の日には、テノチ

ティトランのみならず、テスココTexcocoや、

それらの支配下の全ての大きな町中の火がこと

ごとく消された。家々では、食器類が壊されも

した白o。そして真夜中になると、先の山頂で

は、テノチティトランからやって来た神官達が

プレアデス星団が現れるのを待ち受けた。星が

出現すると、生賛に捧げられた1人の捕虜の胸

が切り開かれ、そこに新たな火が点された。そ

の目は松明に移され、テノチティトランに届け

られた。こうして点火の儀式が終わると、世界

は破滅せず、再び新しい周期が始まったことを

注40

注41

スーステル（1971）p.73.

この「新しい火」の儀式が初めて行われたのは、

アステカ人が彼らの出身地とされるアストラン

Aztlanを出てから丁度52年目に当たる1163年

のことであり、場所はコアテペックCoatepec

であったとされる。高山（1979）p.51。

注42　モトリニーア（1979a）p.95.
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人々は喜びあったのである
汀41

こうして国中

で新しい周期の始まりを祝ったのだが、中でも

テノチティトランで催された祭はひときわ盛大

で、ここだけでも400人の生賛が捧げられたと

いっ　。

　これまで述べたような定期的な人身供犠とは

別に、何らかの特別な行事の際に人身供犠が行

われることもあった。その最たるものが、

1487年にテノチティトランのテンプロ・マョ

ールTemplo Mayor の落成式に際して催され

た祝宴である。この神殿では、ウィツィロポチ

トリに多くの生賛が捧げられることになるのだ

が、モトリニーアがスペイン皇帝カルロス５世

Carlos vに宛てて書いた書簡によれば、僅か

４目間に8万4000人もの人々が供犠に供された

という白3．この数字は誇張だとしても、数千

人の人々が生賛に捧げられたと考えられてい

る。生費となる捕虜は同列に並ばされ、四つの

通りから人身供犠が行われる神殿の上の台まで

引き立てられた。当時のアステカ王アウィソト

ルAhuizot1が先ず最初に生賛の胸を切り開

き、心臓を収り出した。テスココやトラコパン

Tlacopanなどの他の都市の王達がそれに続

き、彼らが疲れると数十人の神官が交代した。

こうして、いつ果てるともなく人身供犠は続け

られたという。テスココの最後の王ネサワルピ

リNezahualpilliの玄孫でもある年代記作者フ

ェルナンド・デ・アルバ・イシュトリルショチ

トル　Fernando　de Alba　lxtlilxochit1

（1568？-1648？）が言うように、まさに「こ

の殺戮は、歴史上、空前絶後」であった白4。

　又、非常時における人身供犠を行った例もあ

る。最後にそれを紹介したい。スペイン人が現

れた折り、それを見に行くよう命じられて行き、

戻ってきた使者達に対して、第９代王モクテス

注43　モトリニーア（１９７９♭）ｐ．５１４-５．第６代王ア

　　　　シャヤカトルAxayacatlの曾孫フェルナン

　　　　ド・ア7レバラード・テソソモックＦｅｒｎａｎｄｏ

　　　　ＡｌｖａｒａｄｏＴｅｚｏｚｏｍｏｅの『メヒコの記録』

　　　　Cronica mexicana にも、２万人もの生昔が捧

　　　　げられたと記されている。

注44　グリュジンスキ（1992）pp.53-6.

注45　サアグン（1980）p.25.

一

マ・ショコヨツィンMoctezuma xocoyotzin

は生賛の捕虜の胸を切り開いて殺し、その血を

彼らにかけた。その理由としてサアグンは、彼

らが危険な所に行ったことと、神々と話をした

ことの二つを挙げているj几このように、時

節や周期とは無関係に、人身供犠が非常時に随

時行われることもあった。

５．アステカの人身供犠の解釈

　さて、それではなぜアステカ人はこのように

現代人の目には残酷とも映る人身供犠を行い続

けたのであろうか。あるいは、我々は彼らが行

った人身供犠をどのように解釈すべきなのであ

ろうか。人身供犠が様々な状況下で行われたこ

とを考えると、その理由についても一様ではな

かったであろう。そこで、以下にいくつかの考

えられ得る解釈について述べてみたい。

①宇宙観に基づく解釈

　様々な解釈のうち、最も人目に檜戻している

のが、現在の世界の創造神話にまつわるもので

あろう。アステカ人にとって、太陽はあらゆる

邪悪なものが潜む暗黒の匪界から彼らを救って

くれる存在であった。彼らは、太陽は宇宙の暗

闇の中で、無数の星と戦っていると考えた。そ

の星よりも多くの人間を太陽に捧げることで、

栄養を与えなければならない。さもなければ、

太陽は戦いに敗れ、人間界は再び暗闇に支配さ

れるようになる自6．

　そもそも太陽が誕生したのも、神々の犠牲の

おかげであった。『フィレンツェ絵文書j

Codice　Florentino　と『太陽の伝説Ｊ

Legenda de los Soles によると、アステカ人

は他のメソアメリカの諸民族と同じように、現

世に先立って四つの世界が存在していたと信じ

ていた。それぞれの世界は様々な災害によって

破壊され、現匪は５番目の伊界「太陽界」に属

している。しかし、現世ができ上がり、人間が

作られた後も、まだ太陽はなかった。そこで

神々は暗闇の中をテオティワカンTeotihuacan

に集まり協議した。その結果、テクシステカト

ルTecuciztecat1とナナワツィンNanahuatzin

注46　増田（1963）pp.79-80.
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と言う２柱の神が太陽になることになった。２

人は太陽になるために火の中に飛び込んだのだ

が､先に飛び込んだナナワツィンが太陽になり、

炎に怖じけづいて飛び込むのを一旦躊躇したテ

クシステカトルが月になった。こうして太陽と

月が現われたものの、両方とも動こうとはしな

かった。そこで神々は、自分達が死ぬことで太

陽と月を動かすことに決めた。こうして、神々

が自己を犠牲にすることによって、太陽と月は

ようやく動き出した。

　この神話からわかるように、太陽と月が生ま

れ、動くようになったのは、神々が自らの身を

犠牲に捧げたからであった。従って、人間も自

分達に恩恵を施してくれた神々に報いるため

に、犠牲を捧げなければならないと考えたので

ある。しかも、こうしてできた、言わば［動き

の太陽の世界］である現世は、地震と飢餓が起

こって終末を迎えると信じられていた。この終

末を迎えないようにするためには、太陽に活力

を与え続けねばならなかった。火山地帯に属す

るメキシコでは、地震は珍しくない。地震が起

こる度、彼らはこの匪の終わりの恐怖に怯えて

いたことは想像に難くない。従って、太陽の化

身と考えられ、戦士の神であるウィツィロポチ

トリヘの供犠は特に重要であった。この神は、

夜の暗闇の中で、無数の星と戦わねばならなか

った。ウィツィロポチトリがこの夜毎の戦いに

勝って初めて、毎朝太陽が昇ることができると

考えられていた。逆にウィツィロポチトリがこ

の戦いに敗れると、太陽は昇らず、現世は消滅

してしまうと考えられていた。そうならないた

めに、ウィツィロポチトリは常に強く活力に満

ちていなければならない。そのためには、人間

は彼に食物を提供し、太陽が常に勝ち続けるよ

うにしなければならなかった。神々が好む食物

であるチャルチウアトルchalchiuitl（貴重な

水）、すなわち人間の血を捧げ続けねばならな

い。つまり、人身供犠の際に流される血は、生

命力の源泉である「貴重な水」とみなされ、太

陽を中心とする宇宙の運行に不可欠と考えられ

ていた｡アステカ人が人身供犠を行う正当性は、

このような考えに基づいていた、というのであ

る。
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②強化儀礼としての解釈

　しかし、この解釈では、先に見た月毎に行わ

れた祭を説明することができない。各月に行わ

れた祭が、どのような性格の神に棒げられたも

のだったかを具体的に見ると､次のようになる。

　アトルカワロ

　　　　雨の神々に什える神々

　　　　水の女神

　　　　風の神

　トラカシペワリストリ

　　　　植物の再生を司る神

　トソストントリ

　　　　雨の神

　ウェイ・トソストリ

　　　　トウモロコシの穂の神

　トシュカトル

　　　　神の中の神・戦士の守護神

　　　　再生する植物の女神

　　　　若いトウモロコシの女神

　　　　大地母神

　　　　塩の女神

　ェツァルクワリストリ

　　　　雨の神々

　テクイルウィトントリ

　　　　塩の女神

　ウェイ・テクイウィトル

　　　　実がなる前のトウモロコシであるシロ

　　　　テの女神

　トラショチマコ

　　　　戦いの神

　ショコトル・ウェツィ

　　　　火の神

　オチ八二ストリ

　　　　大地母神

　テウトレコ

　　　　よそに出かけていた全ての神々

　テペイルウィトル

　　　　雲が湧く高い山々

　ケチョリ

　　　　狩猟の神

　パンケツァリストリ

　　　　戦争の神

　アテムストリ
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　　　　雨の神々

　ティティトル

　　　　大地母神

　イスカリ

　　　　大の神

これを見ればわかるように､各月の祭の多くが、

農耕に関わる神々のためのものなのである。従

って、人身供犠を含む儀礼は、豊穣を願う農耕

儀礼的性格を持つ強化儀礼の一種であり、いわ

ゆる年中行事でもあったのである。すなわち、

人身供犠を行うことによって、規則的に雨が降

り、作物が実り、土地の生産|生か保たれること

を願ったのである白7．

（3）人目統計学的解釈

　クリスチャン・デュヴェルジェChristian

Duvergerによると、北方から雨下してきたナ

ワNahua系部族と土着の定住民との問で、限

られた土地を巡っての争いが絶えず、アステカ

人による統一以前はメキシコ中炎高原一帯は慢

性的な戦争状態にあった。そして戦争が後に述

べる「花戦争」という形で恒久的な制度になる

と共に、それにつきものの人身供犠が、戦争を

価値づけ、イデオロギー的に正当化する手段と

なった、というのである白8．

巾即位儀礼としての解釈

　アコスタによると、どんな王でも、即位する

ためにはどこかの地方を攻略し、生賛にするた

めの多数の捕虜を捕えなければならなかった尚9．

そうすることにより、彼がこの匪界を維持し、

治めるだけの力を持っていること、すなわち自

分が正当な王位の継承者であることを顕示しよ

うとしたのであろう。

㈱状況儀礼（危機儀礼）としての解釈

　コルテスやディアス・デル・カスティーリョ

など実際に征服戦争に参加したスペイン人が書

き残した史料や、その後に書かれた年代記等に

は、征服戦争の最中にアステカ人によって捕ら

えられたスペイン人や、彼らに同盟したトラス

カラ人Tlaxcaltecasなどのインディヘナ

汪47

注48

注49

グリュジンスキ（1992）pp.56．

グリュジンスキ（1992）pp.166-7.

アコスタ（1966）p.199.

lndigenaが生哲に捧げられたことが、随所に

記されている。本来であれば、戦いにおいて捕

らえた捕虜は、先述した定期的に行われる年中

行事としての人身供犠や、あるいはテノチティ

トランの大神殿テンプロ・マョールの落威武の

ような特別の場合に行われる人身供犠のために

とっておかれたはずである。それを待たずに戦

いの最中に生費を捧げたのは、それとは別の目

的があったためと考えられる。恐らく、軍神ウ

イツィロポチトリに生賛の血を捧げることで活

力を強化し、その使徒である自らが陥った危機

的状況から脱するのを手助けしてくれることを

期待したのであろう。すなわち、戦勝祈願のた

めに人身供犠を行ったと考えられる。

㈲政治・経済・軍事的解釈

　さて、前にも述べたように、人身供犠はアス

テカ人が始めたわけではなく、はるか昔から行

われていたものであった。アステカと同時代で

も、ユカタンのマヤ人、最後までアステカに服

属しなかった国の一つであるミチョアカン

Michoacanのタラスコ人Tarascos、トラス

カラ人、チョルーラ人、ペラクルスのトトナカ

人など、様々な国や地域で行われていた。ただ、

それを国家的な行事にし、他とは比較にならな

いくらいに大々的に行ったのがアステカ人であ

った。その理由は、これまで述べてきた創造神

話に基づく宇宙観に基づく説等だけでは説明が

つけられないように思われる。そこには、アス

テカ人にとって何らかの意図があったはずであ

る。そしてそれを解明するには、アステカ人の

国が膨張していく中で行われた政治的意図の込

められた宗教改革が鍵になると筆者は考える。

そこで､ここではその点について述べてみたい。

　第4代王イツコアトルltzcoatlは、1428年

にアスカポツァルコAzcapotzalcoのテパネ

カ人Tepanecasを壊滅させ、その結果アステ

カ王国はメキシコ中夏高原最大の国家にのし上

がる。この当時実質的にアステカを支え、大き

注50　『ラミレス絵文書JCodice Ramirez に、イ

　　　　ツコアトルが「トラカエレルに討われたことし

　　　　かしなかった」と記されていることからわかる

　　　　ように、実質的には彼がアステカの指導者であ

　　　　った。レオン＝ポルティーヤ（1985）p.55.
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な権力を握っていたのが、王の最高顧問トラカ

エレルTlacaele1であった15o。彼はシワコアト

ルCihuacoat1という特別な称号を与えられ、

その後モクテスマ・イルウィカミーナ

Moctezuma llhuicamina、アシャヤカトル

Axayacatlと三代のアステカ王に仕え、死ぬ

まで一連の改革を実行し続けた。

　たとえばその一つに、歴史の改京がある。テ

スココ湖周辺のアスカポツァルコ、ショチミル

コxochimilco、クイトラワクCuitlahuac、

チャルコChalcoを破った後、彼は被征服民

族の全ての絵文書を焼き捨てさせた。それらの

絵文書では、当然のことながら、アステカ人の

ことが重視されていなかったからである。この

焚討を正当化しようとする次の詩が伝えられて

いる
汪51

　　彼らの詩がしるされていた

　　しかし　焼かれてしまった

　　メヒコをイツコアトルが治めていたときに

　　ある決議がなされた

　　メシーカMexicaの重臣たちは言った

　　誰もが絵文書を知ることは都合が悪いと

　　従っている者たちは

　　取り乱してしまうだろう

　　大地は歪んでしまうだろう

　　なぜなら

　　それには多くの嘘が隠されているから

　　それに登場する多くの人々が

　　神のようにみなされているから

焚書を行った後、それらの絵文書に書かれてい

た内容を書き換え、アステカこそかつて中央高

原に覇を唱えたトルテカToltecaの伝統の真

の継承者だとした。これにより、彼はアステカ

人に誇りを持たせるような意識改革を行い、新

たな征服活動を容易ならしめようとしたのであ

る。こうして、アステカ人は近隣諸国を手始め

に、オアハカOaxaca、チアパスChiapas、

グァテマラなど遠隔地への征服活動にも乗り出

していくのである。

　そして､彼が行ったもう一つの重要な業績が、

注51　レオン＝ポルティーヤ（1985）p.127.
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「花戦争」の導入である。先にも述べたように、

人身供犠の儀礼自体は、メソアメリカに古くか

ら伝わる伝統であった。それを確固とした神話

に基づく形で根拠づけをし、大規模な国家的行

事として体系づけ、さらに「花戦争」を創案す

ることで恒常化を図ったのが、このトラカエレ

ルであった。

　　「花戦争」とは、生賛に捧げるための捕虜を

手に入れるためにのみ始められた戦争のこと

で、アステカの周囲のナワトル語文化圏のトラ

スカラ、チョルーラやウェショツィンコ

Huexotzincoなどの都市との問で組織された。

常に太陽神ウィツィロポチトリに心臓と血を捧

げるための生費に事欠かないようにし、そうす

ることで現世である第５番目の太陽の時代が滅

びないようにするために、トラカエレルはこの

ような制度を考え出したのである呂2。

　いずれにせよ、アステカ人はトラカエレルに

よって持ち込まれたこのような宗教軍事観を受

け入れ､スペイン入が現われるまで守り続けた。

メキシコ市の周辺では、征服後も隠れて人身供

犠は盛んに続けられたという尚≒

　しかし、このアステカ人独自の宇宙観の背後

にも､戦略的意図が潜んでいるように思われる。

つまり、アステカ人がウィツィロポチトリ神に仕

える使徒としての使命を果たす特別な部族であ

り、ウィツィロポチトリに捧げる生賛を求めるた

めに戦争を行うということは、彼らの征服活動を

正当化することにつながるからである1154．独自の

宗教軍事観を導入したトラカエレルの本当の意

図は、まさにこの点にあったと考えられる。事

実、トラカエレルが補佐していた三代の王の時

代に、アステカの領土は飛躍的に拡大するので

注52　従って、彼らにとって戦争は相手を殺すのでは

　　　なく、生きたまま捕えることが目的であった。

　　　捕虜にしておいて、後に神々に捧げる必要があ

　　　ったからである。戦場では相手を殺すことが普

　　　通であるスペイン人との戦いに、これでは不利

　　　であったことは明らかである。少数のスペイン

　　　人がアステカ人との戦いに最終的に勝った要因

　　　の一つに、このような戦争のやり方の違いもあ

　　　ったと思われる。

汪53　モトリニーア0979a）p.67．

注54　レオン＝ポルティーヤ（1985）p.130.
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ある。第３代王チマルポポカChimalpopoca

の時代には、アステカ王国は当時メキシコ盆地

で最大の勢力を誇っていたアスカポツァルコの

属国的存在に過ぎなかった。しかも、チマルポ

ポカは、アスカポツァルコの王位継承に絡む内

乱の中で、捕えられて死ぬのである。このよう

にアステカが危機的状況に陥った中で即位した

のがイツコアトルだったのであるが、トラカエ

レルという支えを得るや、彼はそのアスカポツ

ァルコを滅ぼし、これ以後スペイン人が現われ

るまでの問、アステカ王国はほとんどの征服戦

争に勝利し、勢力を拡大していくのである。

　人身供犠は政治的支配の道具でもあった。捕虜

を人身供犠に供することで、戦争に敗れてアステ

カ人に恨みを抱いている首長や戦士を物理的に抹

殺すると共に、敵に恐怖心を吹き込むことで支配

を容易にした呂≒たとえば、三国同盟（テノチ

ティトラン、テスココ、トラコパン）にまだ服

従していない首長や、同盟に敵対して敗北した

者の近親者は、テノチティトランで行われる人

身供犠に定期的に招待された白6．そして彼ら

は、戦争で捕えられた彼らの親族が目の前で生

賛に捧げられるのを見せつけられたのである。

もし招待を断われば、それを口実に戦争が什掛

けられたので、招待を断わることもできなかっ

た。中でも特に大規模だったのが、1487年に

テノチティトランのテンプロ・マョールの落成

式に際して催された祝宴であり、それがいかに

大規模であり、かつ凄惨なものであったかは先

に述べた通りである。

　このように、人身供犠が敵対する国に恐怖心

を植え付ける役割を果たしたことは確かだが、

同時に限りない憎しみの念をも植え付けた。　ト

ラスカラ人やトトナカ人がその良い例で、彼ら

はスペイン人の征服事業を肋けて、大きな力と

なった｡彼らがスペイン人の味方となったのは、

ただただアステカ人が憎かったからである。こ

の意味では、人身供犠のための「花戦争」は双

刃の剣だったと言える。

注55

注56

注57

グリュジンスキ（1992）pp.56-7.

グリュジンスキ（1992）p.47.

レオン＝ポルティーヤ（1985）p.134、及ぴ、

グリュジンスキ（1992）pp.152-153.

一

　又、大量の人身供犠を実施することを可能に

した「花戦争」も、単に宗教的理由からのみ行

われたとは考えられない。それは、トラカエレ

ルがテノチティトランにテンプロ・マョールを

建設するに当たって語ったと伝えられている言

葉からも窺われる。そこで、以下にそれを引用

レ具体的に検討してみたレ1’57．

　　　　　［大神殿が完成した暁には、その落成

　　　を祝って十分な数の太陽の子たちを生賛

　　　に捧げよう。そのために私は今日よりす

　　　べきことをずっと考えてきた。後でやる

　　　より今すぐやることに価値がある。とい

　　　うのは、われらの神は何らかの口実があ

　　　るまで戦争を待つわけにはいかないでは

　　　ないか。そうではなく、軍隊を連れたわ

　　　れらの神が生賛を買ったり、人間を食べ

　　　られる便利な市場を捜すべきだ。欲しい

　　　ときに、上なべの近くに熱いトルティー

　　　ヤtortillaがあれば申し分がないだろ

　　　う。そうすればわれらの民や軍が市へ出

　　　かけて、かれらの血と頭と心臓と生命で

　　　エメラルド、ルビーなどの宝石、出来は

　　　えのよい幅が広くて長い輝くばかりの羽

　　　根を買い、偉大なウィツィロポチトリ神

　　　に仕えることができる。

　　　　私、トラカエレルは主張する。こうし

　　　たティアンギスtianguiz（市場）は、

　　　トラスカラ、ウェショツィンコ、チョル

　　　ーラ、アトリスコAtlixco、トリリウキ

　　　テペクTliliuhquitepec、テコアク

　　　Tecoacの各都市に設置されねばならな

　　　い。なぜなら、もし市場がもっと遠くに、

　　　例えばョピツィンコYopitzincoやミチ

　　　ョアカン、ワステカHuasteca地方、

　　　われらの支配下にある海岸地方などに設

　　　けられるならば、われらの軍隊は苦労し

　　　て遠くまで遠征せねばならないだろうか

　　　ら。これらの国々はとても遠く、その上、

　　　われらの神はこれら野蛮人の肉をお召し

　　　にならないだろう。われらの神は、その

　　　肉を堅くて何の風味もない白パンのよう

　　　だとお考えになるだろう。繰り返すが、

　　　やつらは異様な言葉を話す野蛮人なの
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　　　だ。それゆえ、私か挙げた六つの都市こ

　　　そ、市場を設ける最適の場所であろう。

　　　われらの神にとって、これらの都市の住

　　　民は、廬から出したばかりの、柔らかく

　　　ておいしい暖かいパンのように感じられ

　　　ることだろう。そして、これらの都市に

　　　戦争を什掛ける際には、彼らが全滅しな

　　　いように、国が滅びないように、気をつ

　　　けねばならない。というのも、われらの

　　　神が空腹になり、ご馳走を楽しみたいと

　　　思われるごとに、われらは自由に市場に

　　　赴き、神の食物を手に入れることができ

　　　ねばならないのだから。

　このトラカエレルの言葉には、アステカ人に

とっての「花戦争」の戦略的意図がいくつも読

み取れる。先ず一つには、遠隔地への遠征を嫌

い、比較的近距離の都市との間で「花戦争」が

行われている、という点が挙げられる。その理

由として、彼は遠隔地の民は蛮族であり、肉は

因くて風味がないので神々は喜ばない、と言っ

ている。しかしそれ以上に、遠隔地の国との戦

いでは［われらの軍隊は苫労して遠くまで遠征

せねばならない］と正直に述べているように、

輸送用の大型家畜がおらず、車の実用化もでき

なかった彼らにとって、遠隔地への遠征は大変

な労力を要したということと、遠方の未知の敵

との戦いにはより危険も伴うという実利的な要

因の方が、理由としては大きいであろう。それ

に比べ、テノチティトラン周辺の専らアステ力

に服従する都市、あるいは服従していないにし

ても既知の都市との戦いの方が遠かに楽であ

り、生費用の捕虜だけでなく、それと共に送ら

れる貢納品も確実に手に入れることができるの

である。又、トラスカラのような服属していな

い国に対しては、常に軍事的プレッシャーを与

え続けることもできる。「花戦争」を始めたの

は、こういう現実的な利害に関わる而も大きい

と思われる。確かにアステカには宗教が浸遠し

てはいたが、神権政治が行われていたわけでは

なく、社会は伊俗的だったのであるJ8．

　二つには、生費にされる者は同胞であっては

注58　スーステル（1971）p.48.
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ならない、という規定が挙げられる。矢張りト

ラカエレルの言葉にもあるように、生賛に捧げ

る者は遠い地方の者ではならなかったが、しか

も同じ社会の者でもいけなかった。生賛は同じ

言葉、すなわちナワトル語を話すが、別の国の

者でなくてはならないとされていた。もし生賛

が神々に捧げられる名誉なことであれば尚9、

別の国でなく自国の者でもいいはずである。し

かし実際には、同胞も、又遠征が困難な遠い地

域の人々も生賛にはせず、捕虜を獲得するのが

比較的容易な地域とばかり「花戦争」を行い、

捕虜と共に莫大な貢物を恒常的に得ようとした

というのは、アステカの側の御都合主義のよう

に思えてならない。第一、遠い地域の人間の肉

は固くて神々が喜ばないと言いながらも、遠い

どころか、彼らにとっては全く得体の知れない

存在であるはずのスペイン人を、捕まえるや片

っ端から生費にしてしまっているのである。

　三つには、相手を滅ぼさないよう気をつけね

ばならない、と述べている点が挙げられる。そ

の理由は、「われらの神が空腹になり、ご馳走

を楽しみたいと思われるごとに、われらは自由

に市場に赴き、神の食物を手に入れることがで

きねばならない」からだとしているが、本当の

意図は、貢物の確保にあったのであろう。アス

テカに服属する都市は、その地方に応じた産物

を貢物として送らねばならなかった白o。それ

らは定期的な祭礼の祭に惜しみなく消費された

だけでなく、王家だけでなく都市住民の生活も

支え、戦費も賄った。このように、貢物はアス

注59　モトリニーアは、「殺されては心臓を取り出さ

　　　れるにしろ、あるいは如何なる別の方法で殺さ

　　　れるにしろ、彼らは自ら進んで死ぬのだと考え

　　　たら大きな間違いである。彼らはいずれも無理

　　　やりに殺されていった。従って、犠牲者は当然

　　　自分が殺されることを大いに嘆き悲しむし、考

　　　えるだけでも恐ろしい激痛を味わうことは言う

　　　までもない｡」と述べ、人身供犠が当事者にと

　　　って喜ばしいものだとする考えを否定してい

　　　る。モトリニーア（1979）p.101．

注60　それは莫大な量に及び、１年に、数万トンの食

　　　料、10万着以上の綿の衣類、３万個以上の羽毛

　　　の包みなどがテノチティトランに運ばれたとい

　　　う。グリュジンスキ（1992）p.48．

注引　Kobayashi（1993）p.93.
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テカ人にとって不可欠なものになり、その供給

の確保の大義名分として、神話的宇宙観に基づ

く定期的な戦争、すなわち「花戦争」が必要で

あったのであろう。又、領土拡大を伴う征服活

動の恒常化の一因は、貢納を絶やさないという

ことにあったと考えられるのである。小林致広

が指摘するように、アステカ人にとって戦争は

捕虜のみならず、再分配のための様々な物資を

獲得するための重要な「生産活動」であったと

二い　　汪61呂兄る　。

　更に、生賛に捧げる捕虜は、身分の高い戦士

ほど、また勇敢な戦士ほど尊重されたという。

逆に、どんな種類であれ、体に障害を持つ者は

生賛にふさわしくないと考えられた。これは、

偉大な神々に捧げるのであるから、なるべく完

全な人間の方がふさわしいという理由によるも

のだが、捕虜の身分が高ければ高いほど、勇敢

であればあるほど、相手国が受けるダメージは

大きいわけであるから、そういう戦略的意図が

あったことも考慮に入れてもいいと思われる。

　以上に述べた理由から、トラカエレルが「花

戦争」を組織した主な理由は、宗教的というよ

りも、むしろ貢物による富の獲得といったよう

な世俗的目的のほうが強かったのではないかと

思われてならない。それと共に、定期的に周辺

の国々にアステカの強大さを再認識させること

によって、アステカヘの恐怖心を植え付けるこ

とも意図にあったであろう。そうすることで、

ますます貢納はスムーズに運んだであろう。勿

論、だからと言って、神に血を捧げる必要性を

感じていなかったというわけではない｡従来は、

それが余りにも強調され、他の要因が軽視され

過ぎていたのではないか､と言いたいのである。

６．おわりに

　最後に、アステカの人身供犠についてまとめ

てみたい。

　アステカ人が人身供犠を行う元々の理由とし

ては、神話に由来する彼ら独自の宇宙観に基づ

くものとする説が最も流布してきている。つま

り、現世である「動きの太陽の伊界」は神々が

犠牲となってできたものであり、この世界を支

える太陽神が夜の闇の中での戦いに敗れること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

により現世が滅亡しないように、神が好む食物

であり活力の源である人間の血を捧げなければ

ならない、すなわち人身供犠は現世を維持させ

るために必要であった、という説である。

　しかし、人身供犠が国家的な大行事化し、

「花戦争」が制度化されたのには、もっと世俗

的・現実的目的が隠されていた。それは、近隣

諸国に対し、定期的な戦争でアステカの武力を

示威することで、生費のための捕虜と同時に、

貢物の供給を安定化させることであった。先に

述べた宇宙論は､人身供犠を行う原因ではなく、

むしろ現世を維持するという重要な職責を担っ

ているのがアステカ人なのだと主張することに

より、貢納システムを安定させるという真の目

的が隠された征服を正当化するために利用され

たのである。

　アステカ人にとって最もふさわしく、羨望に

偵する運命とは、戦死、ないし人身供犠に供･さ

れることであったとされる｡この考えにしても、

支配者にとって都合の良いものである。戦いで

死んだり、捕虜になって人身供犠に供されるの

が名誉なことだという教えを吹き込めば、戦士

は戦場で安心して勇敢に働くことができるであ

ろう。つまり、もし戦士がこの考えを信じてい

たとしたら、この思想は彼らの士気を鼓舞する

のに大いに役立ったであろう。しかし事実そ

の通りであったであろうか。生賛に捧げられる

捕虜は喜んで我が身を捧げたと言われるが、逆

に力づくで運ばれ、死とその苦しみを強烈に味

わされたという報告も少なくないのである。そ

のために、麻薬が用いられもした。

　このように、一般に通説として知られている

考えには、再考の余地が少なくない。本稿では

その一端を示したのであるが、渉猟すべき史料

も足りないし、実証性も不足しているのは筆者

自身が誰よりも自覚している。［試論］と題し

た所以である。今後はこのテーマを更に掘り下

げ、アステカ社会における人身供犠の意味の解

明に努めたい。
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